
研修
区分 開催月日 目　的 対象者 回数

定員
(1回当た

り)

実受講
者 研修テーマ 講師

2
7/4(月)

|
　5(火)

少人数演習（障がい） 1回 30人 13人

障がい福祉分野における福祉実践と
福祉行政の役割等（地域自立支援協
議会の運営を含む）を理解し、具体
的な業務実践の手法を学ぶ。

社会福祉法人 岩手更生会
業務執行理事　細田 重憲

社会福祉法人 いちご会
理事　大信田 康統

現代アート作家　松嶺 貴幸

社会福祉法人 花巻ふれあいの里
福祉会こぶし相談室
相談支援専門員　菅野 充

社会福祉法人 若竹会
新たな郷わかたけ こども部門らいず
所長　高屋敷 大助

社会福祉法人 フレンドシップ
指定相談支援事業所サポートにじ
管理者兼相談支援専門員
小川 博敬

3
7/11(月)

｜
  12(火)

少人数演習（高齢） 1回 30人 24人

高齢者福祉領域における福祉実践と
福祉行政の役割等（地域包括ケアシ
ステムの構築を含む）を理解し、具
体的な業務実践の手法を学ぶ。

岩手県立大学
客員教授　齋藤 昭彦

いわき市役所
保健福祉部 地域医療課
総括主査　猪狩 僚

横須賀市役所　福祉部
福祉専門官　北見 万幸

有限会社ウィルビー
代表取締役　志村 尚一

飯岡・永井地域包括支援センター
管理者兼主任介護支援専門員
尾形 京子

4
8/2(火)

｜
　3(水)

少人数演習（児童） 1回 30人 16人

子ども･家庭福祉における福祉実践
と福祉行政の役割等（子ども・子育
て新制度の構築など）を理解し、具
体的な業務実践の手法を学ぶ。

流通科学大学 名誉教授
西日本子ども研修センター
あかし研修企画アドバイザー
加藤 曜子

同志社大学 心理学部
客員教授　八木 安理子

5
8/9(火)

｜
　10(水)

少人数演習（地域） 1回 30人 13人

地域を基盤にした福祉の推進（地域
福祉、生活困窮者支援を含む）にお
いての福祉実践と福祉行政の役割等
を理解し具体的な業務実践の手法を
学ぶ。

立教大学 コミュニティ福祉学部
教授　後藤 広史

特定非営利活動法人 フードバンク岩手
副理事長兼事務局長
阿部 知幸

矢巾町役場　福祉課
主事　畠山 健二郎

6 5/23(月）

○福祉行政分野に従事
する中堅職員が、職場
内における部下の管理
マネジメント及び地
域・民間団体等との連
携・協働による施策の
推進に必要な知識を修
得することを目的とす
る。

県、市
町村福
祉分野5
年以上
勤務

1回 40人 11人

福祉サービスを包括的に捉え、福祉
サービス実践をリードする中堅職員
の基本姿勢とスキル（メンバーシッ
プ・リーダーシップ）を学び、福祉
行政における専門性とキャリア形成
についての理解を深める。

岩手県立大学
客員教授　齋藤 昭彦

社会福祉法人 花巻市社会福祉協議会
会長　髙橋 照幸

盛岡市こども未来部
次長　佐久山 久美子

令和4年度岩手県社会福祉研修実施結果
研修項目

行
政
職
員

1
6/6(月)

｜
　7(火)

福祉行政職員初任者研修

○福祉行政職員として
求められる姿と実践を
理解、基本姿勢及び業
務遂行における能力の
修得、社会福祉に関す
る基礎的な知識を広く
理解することを目的と
する。

県、市
町村福
祉担当
新任職
員

1回 80人

福祉行政リーダー研修

72人

行政機構の組織や分野の枠を越え
て、福祉の基本理念と倫理、地域に
おける福祉行政のあり方と役割（責
任）を包括的に学ぶとともに福祉行
政職の専門性、キャリア形成につい
ての理解を深める。

岩手県立大学
客員教授　齋藤 昭彦

遠野市健康福祉部
遠野健康福祉の里福祉課
副主幹　菊池 錠二

岩手県保健福祉部 障がい保健福祉課
主幹兼障がい福祉担当課長
淺沼 修

盛岡広域振興局 保健福祉環境部
保護課長　平賀 晃

○各分野（障がい・高
齢・児童・地域）にお
ける課題認識と制度の
理解等について修得す
る。
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令和4年度岩手県社会福祉研修実施結果
研修項目

少人数演習①

少人数演習②
社会福祉法人 和幸園
理事長　今村　良司

8
6/13(月)

|
　 14(火)

行政職
員、社
会福祉
法人職
員、NPO
職員等

1回 45人 46人
福祉の現場で役立つ多職種間の意思
決定プロセス（ファシリテーショ
ン）を学ぶ（講義・演習）。

特定非営利活動法人
日本ファシリテーション協会
九州大学大学院 統合新領域学府
客員准教授　加留部 貴行

9
8/23(火)

|
　 24(水)

行政職
員、社
会福祉
法人職
員、NPO
職員等

1回 45人 51人

相談支援を専門としている職種を対
象として、多様な課題を抱える要支
援者への理解や他職種との連携な
ど、支援の実践的な手法を学ぶ。

高野山大学 文学部 教育学科
准教授　溝渕 淳

10
9/5(月)

｜
　 6(火)

行政職
員、社
会福祉
法人職
員、NPO
職員等

1回 45人 11人

地域における住民福祉活動やボラン
ティア活動等地域福祉資源を豊富化
するための基本視点と手法を知る。

特定非営利活動法人 ハンズオン埼玉
常務理事　西川 正

社会福祉法人 紫波町社会福祉協議会
コミュニティソーシャルワーカー
第一層生活支援コーディネーター
菅波 久美子

公益財団法人 長野県長寿社会開発セン
ター
主任シニア活動推進コーディネーター
戸田 千登美

11
9/27(火)

｜
　 28(水)

行政職
員、社
会福祉
法人職
員、NPO
職員等

1回 45人 58人
自己啓発・組織活性化に向けてコー
チングスキルを専門的に学ぶ。

コミュニケーショントレーニング
ネットワークⓇ
講師　佐藤 和美

特
定
課
題
研
修

ファシリテーション研修

○国の法改正や社会情
勢の変化に伴う喫緊課
題である内容について
理解する。

相談支援研修

コミュニティワーク研修

コーチング研修

社
会
福
祉
従
事
者
研
修

7
10/17(月）

|
   18(火）

社会福祉法人役員研修

社会福祉法人 若竹会
常務理事　菊池　俊則○施設の福祉機能を高

めるために必要な専門
的知識及び方法・技術
を修得し、より質の高
い運営と実践の能力を
養成する。

社会福
祉法人
の理
事、監
事、施
設長等

1回 45人 23人

基本理念の理解に加え、組織課題の
解決に向けた考え方を学ぶ。また、
社会福祉法人の改革を踏まえた「今
後の社会福祉法人」のあり方を構想
し、実現していくために主体的に取
り組んでいく能力を養うことを目指
す。


